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演題5．歯の移動時のプロスタグランディンE2演題6．

　　　　（PGE2）の投与における細胞動態の研究

岩医大歯誌　21巻3号　1996

塩基性線維芽細胞成長因子（basic　Fibrobl－

ast　Growth　Factor）が歯の移動に伴う組織

変化に及ぼす効果
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〇三條　敏也，石川　富士郎，名和　橿黄雄＊

岩手医科大学歯学部歯科矯正学講座，

第二口腔解剖学講座＊

　歯の移動時のプロスタグランディンE2（以下

PGE2）局所投与が歯根膜細胞の増殖活性及び代謝活

性に与える影響にっいて検討した。7－9週齢のウィ

スター系雄性ラットの上顎第1臼歯と第2臼歯間に矯

正用ゴムを挿入した後，実験群にはユ0据のPGE　2を，

対照群には生理食塩水を，第1臼歯周囲の歯肉粘膜下

に投与し，3，7，14日間の移動を行った。7日移動

群は屠殺3日前に2回目の投与を行い，14日移動群は

実験6日目と11日目の3回同部位に投与した。動物

は，麻酔下にて灌流固定し，屠殺後，上顎臼歯部を摘

出し，さらに10日間の固定を行った。3週間の脱灰

後，通法に従いパラフィン包埋を行い，連続切片を作

製し，H・E染色，　AgNORs法及びオートラジオグラ

フィー（3H一プロリン）にて観察した。1細胞あたり

のAgNORs数を計測した結果，3日移動群の実験群

圧迫側ではAgNORs数0個の細胞が対照群の約2倍

認あられ，AgNORs数1個以上の細胞は，対照群のほ

うが，実験群と比較して2倍以上認められた。牽引側

に関しては，圧迫側ほど大きな差は認あられなかっ

た。3H一プロリンのグレイン数は，3日群において

圧迫側，牽引側ともに，実験群が対照群に比較して有

意に多い（F検定　p〈0．05）ことが認められた。7日

群，14日移動群では著明な差はみられなかった。破骨

細胞出現数に関しては，3日，7日移動群の圧迫側に

おいて，実験群のほうが対照群よりの有意に多い（F

検定p＜0．05）ことが認められた。これらの結果から，

実験群圧迫側には対照群圧迫側と比較して，実験群移

動初期には増殖活性の遅延が認められ，移動初期には

実験群圧迫側牽引側ともにPGE2はコラーゲン合成

に促進的に作用していることが明らかになった。さら

に実験群では対照群に比較して破骨細胞出現数が多く

認められた。移動初期には，PGE2は骨改造に促進的

に作用することが示唆された。
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　線維芽細胞成長因子（bFGF）は，中胚葉，神経外胚

葉に由来する様々な細胞に対し成長因子として働く。

bFGF投与の効果として創傷治癒，骨折治癒，血管新

生などが報告されている。そこで，bFGFのin　vjvo

における作用に着目し，歯の移動に伴う歯周組織変化

に及ぼす効果を細胞活性の点から検討した。

　実験動物として約7－10週齢，体重約200－300g

のWistar系雄性ラットを用いた。生理的食塩水（生

食）投与の対照群とbFGF投与のbFGF群を設定し，

以下に述べる実験を行った。エーテル麻酔下にて

Waldo法に準じ，ラット上顎臼歯M1とM2の間に

矯正用ゴムを装着して歯の移動を行った。移動期間は

3，7，14日間とし，歯の移動開始から0，4，7，

11日目に生食および0．02％bFGF溶液を上顎臼歯M

1の口蓋粘膜下に50μ1ずつ局所投与した。3H－

prolineの投与は屠殺の20分前に行い，18．5　MBqを

腹腔内に注射した。エーテル麻酔下で灌流固定，その

後に浸漬固定，脱灰を行い，通法に従ってパラフィン

包埋をした。試料から4畑の近遠心的連続切片を作製

して，Ag－NORs法およびオートラジオグラフィーに

よる組織計量学的検索を行い，各群の平均値間の有意

差をF検定により検討した。

　平均Ag－NORs数では，各移動期間の牽引側におい

て，bFGF群の方が対照群よりも有意に多い（p＜

0．05）ことが示された。3H－prolineの取り込みでは，

移動7，14日目の牽引側でbFGF群の方が対照群より

も有意に多くなり（p＜0．05），特に移動7日目でその

差は顕著であった。

　歯の移動に伴う歯周組織変化にbFGF投与が及ぼ

す効果は，圧迫側ではあまり明確に認めることはでき

なかった。しかし，牽引側においては歯根膜細胞の増

殖活性およびコラーゲン合成に促進的に働くことが示

された。

　従って，矯正臨床におけるbFGFの応用の可能性と

しては，歯の移動後の安定した保定といった観点か

ら，有効な作用を期待し得るものと考えられた。


